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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成20年4月17日(2008.4.17)

【公開番号】特開2006-242861(P2006-242861A)
【公開日】平成18年9月14日(2006.9.14)
【年通号数】公開・登録公報2006-036
【出願番号】特願2005-61310(P2005-61310)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｒ  29/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｒ  29/08    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月4日(2008.3.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　透過する光の偏光状態が、加えられた電界または磁界に応じて変化する光学素子を用い
、互いに直交する３方向の磁界強度を測定する電磁波測定装置であって、前記３方向にそ
れぞれ対応して設けられた３つの光学素子と、前記３つの光学素子それぞれへの入射光を
生成する入射光生成手段と、前記３つの光学素子によってそれぞれ偏光状態が変化した光
がその偏光状態のまま入射され、それぞれの偏光状態に応じた強度の光に変換する強度変
換手段と、前記３つの光学素子に対応する前記強度変換手段によってそれぞれ強度変換さ
れた光について互いに異なる波長の光に変換する波長変換手段と、前記波長変換手段によ
って互いに異なる波長に変換された光について波長分割多重を行う波長分割多重手段と、
前記波長分割多重手段の多重出力を電気信号に変換する光電変換手段とを含むことを特徴
とする電磁波測定装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項６】
　透過する光の偏光状態が、加えられた電界または磁界に応じて変化する光学素子を用い
、互いに直交する３方向の磁界強度を測定する電磁波測定用プローブであって、前記３方
向にそれぞれ対応して設けられた３つの光学素子と、前記３つの光学素子によってそれぞ
れ偏光状態が変化した光がその偏光状態のまま入射され、それぞれの偏光状態に応じた強
度の光に変換する強度変換手段と、前記３つの光学素子に対応する前記強度変換手段の出
力光について互いに異なる波長に変換する波長変換手段とを備えたことを特徴とする電磁
波測定用プローブ。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
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　本発明の請求項１による電磁波測定装置は、透過する光の偏光状態が、加えられた電界
または磁界に応じて変化する光学素子を用い、互いに直交する３方向の磁界強度を測定す
る電磁波測定装置であって、前記３方向にそれぞれ対応して設けられた３つの光学素子と
、前記３つの光学素子それぞれへの入射光を生成する入射光生成手段と、前記３つの光学
素子によってそれぞれ偏光状態が変化した光がその偏光状態のまま入射され、それぞれの
偏光状態に応じた強度の光に変換する強度変換手段と、前記３つの光学素子に対応する前
記強度変換手段によってそれぞれ強度変換された光について互いに異なる波長の光に変換
する波長変換手段と、前記波長変換手段によって互いに異なる波長に変換された光につい
て波長分割多重を行う波長分割多重手段と、前記波長分割多重手段の多重出力を電気信号
に変換する光電変換手段とを含むことを特徴とする。単一方向からの光を３軸に対応する
方向へ分配し、かつ、加えられた電磁界情報を反映した各成分の光を波長変換後に単一の
受信機で測定することにより、光学結晶による電磁界の３軸同時測定の高速化、簡易化を
実現できる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の請求項６による電磁波測定用プローブは、透過する光の偏光状態が、加えられ
た電界または磁界に応じて変化する光学素子を用い、互いに直交する３方向の磁界強度を
測定する電磁波測定用プローブであって、前記３方向にそれぞれ対応して設けられた３つ
の光学素子と、前記３つの光学素子によってそれぞれ偏光状態が変化した光がその偏光状
態のまま入射され、それぞれの偏光状態に応じた強度の光に変換する強度変換手段と、前
記３つの光学素子に対応する前記強度変換手段の出力光について互いに異なる波長に変換
する波長変換手段とを備えたことを特徴とする。このようなプローブを用いることにより
、単一方向からの光を３軸に対応する方向へ分配し、かつ、加えられた電磁界情報を反映
した各成分の光を波長変換後に単一の受信機で測定でき、光学結晶による電磁界の３軸同
時測定の高速化、簡易化を実現できる。
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